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 低アルカリヴイスコース法の第一要件はアルカリ繊維素の歴搾強化に依 る過剰アルカリの除
去 にある.而 して現在の浸漬歴搾機は3倍 歴搾 を目的としているため我 々の所期の目標である
2倍 程度迄墜搾する事は不可能である.且 現在のパルプを用ぴる時は歴搾の張化に件ぴパルプ
が膠着 し解陣が困難にな り從つて硫化に支障 を來す・薙 に今迄等閑に附せ られていたアルカリ
            の
織 維素 の墜搾 に就 いて化學 的 に も機械的 に も根 本的 に再 槍討 の要 が ある.我 々は抄紙機 の歴搾
ロeラ ーに著 目 し蓮績 厘i搾装置 を試作 した・而 してパ ル プは從來 よ りも薄 い ・■・・一ル巻 の連績 シ
ー トを用ぴた .實 験結果 は第 一表の如 くで ある.'
 第 一表 ローラーに依 るアル カ リ織維素 の厘搾
  室 温:31.50C  ロ"ラ ー:27.5。C  浸 漬:ユ8%NaOH,260C,30分
             腿搾遽度 2m/min  厘搾回数:2回
                    塵  搾  倍  率
            荷 重 一坪量副 繭 面 『
             150kg  ,      3.35           2.96
             500kg         2,82          2.72  '
             970kg         2.64          2.51
            1340kg         2.54          2.35
            1760kg         2.36          2.29
 か くして駆搾 した アル カ リ織 維素 は解 確す るごとな く硫 化 を行ぴ,.低 アル カ リヴ ィス・‡一 ズ
を製 造す る事 が 出來 た.
製 造條件 は第2表 に示 す.
  パ  ル  プ:坪 量100瓦
  浸       漬: 18% NaOH, 18。C, 30分
  歴     搾: 2倍         '
  解 捧:一 枚毎 に分離
  老      成: 25。C 48時 聞
 硫      化: 25。C 4時 閤 CS ,i 40%
  ヴ イス コース組 成: セル ローズ 8% 全 アル カ リ 4%
 熟      成: 18。C
 濾 過 率:100%
 粘    度:20～30"(15cm)
  ホ ツテ ン ロPト 債: 62時 間後 10
                   (51)
